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1研 究 の 目的 と方法

1.1研 究 の 目的

本 研 究 は、 ものづ く りの 工程 及 び作 業方 法 の変

革 を もた らす道 具 等 の労 働 手段 が進 歩 す る こ との

重要 性 を 、 中学 生 に認識 させ る効果 的 な技 術 科 の

授業 を開発す る ことを 目的 とす る。

現 在 、わ が 国 の技術 科 にお いて は、 自分 自身 の

た め の作 品製 作 に大 半 の時 間 を費や す 授業 が 少 な

くな い。授 業 の最 終 目標 が作 品 製作 にあ るか の よ

うに見 受 け られ る ほ どで ある。 そ の対 極 の授 業 と

して は、現 代 社会 の ものづ く りに つ いて子 ど もに

考 え させ る授 業 が 少 な いが 存在 して い る1)。 現 代

社会 にお け るものづ く りや技術 の あ り方 につ いて 、

自分 の意見 を もて る人 を育 て るた め には 、 ものづ

く りや 技術 そ の もの につ いて考 え させ る学 習 が必

要 で ある。 そ うした考 えの もと、筆 者 らは技術 科

の授 業 と して技 術ゲ ー ム と称 す る教 材(以 下 、 「技

術G」 と略 す)を 取 り入 れ た授 業 を 開発 し、 実践

的検 討 を行 って い る2)。 「技術G」 とは、 製作 す る

紙製 タイヤ の 種類 に応 じて道 具 を選 択 させ 、 最終

的 に選 択 した 道具 にかか った費 用 と製 作 した タイ

ヤ の売 り上 げか ら利 益 を算 出 させ る教 材 の こ とで

あ る。

1.2先 行 研究

「技 術G」 に 関す る先 行研 究 にお いて は い くつ

か のゲ ー ムの 仕様 が見 受 け られ る 。そ の 中で 一番

多 く用 い られ た仕 様 の授 業 として は、 ス タ ッ ドレ

ス タイ ヤ とチ ェー ンタイ ヤ の二 種類 のタイ ヤ の 中

か ら、製 作 す るタ イヤ とそれ を作 るた め に指 定 さ

れた 道具 を選択 し実 習 す る授 業(以 下 、二種 類 一

対 一方 法 の授業)が ある3)。

二 種 類 一対 一方 法 の 授 業 で は 、 図1の よ うに、

① 普 通 のは さ み(普 通 の道 具)を 用 い てチ ェー ン

タイ ヤ を製 作す る方 法 や 、② ギザ ギ ザ の形 に切 断

す る ピッキ ングは さみ(作 業 に専用化 され た道 具)

を用 い てス タ ッ ドレス タ イヤ を製 作 す る方法 、 も

しくは③ 両 方 と も製作 す る方 法 の3つ が あ り、 そ

れ らの 中か らいず れか の方 法 を選 択 す る。 製作 実

習 を通 して 、そ れぞ れ の道 具 を用 いた時 の 製作 工

程 が 異 な る こと と作 業 効 率 の違 い につ いて 認識 さ

せ る こ とをめ ざ して いる 。そ して、 実習 後 の学 び

あ い に よ って 、材 料 や 道 具 、 人 間(エ ネ ル ギー)

といっ た ものづ く りの構成 要 素 の関 係 と、道 具 の

進 歩 によ る作業 効 率 の向 上 につ いて 認識 させ る と

とも に、そ の認 識等 を根拠 に して道 具 の発展 の重

要性 につ いて再 認識 させ る ことをめ ざ して いる。

この先 行研 究 につ いて 、第 一 には 、道 具 の機 能

の比 較 に関 す る学 習 の設定 につ いて検 討 が必 要 で

ある と考 える。二種類 一対 一方法の授業 にお いて は、

製 作 す る タ イ ヤ の 種 類 に よ っ て 使 用 す る 道 具

① チ ェー ンタイヤ → 普 通 のは さみ

② スタ ッ ドレス タイヤ → ピ ッキ ングは さみ

チ ェー ンタイヤ → 普 通 のは さみO

スタ ッ ドレス タイヤ → ピ ッキ ングは さみ

図1:二 種類 一対 一方 法 の全選 択パ ター ン
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